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e>0,｡-⊥ (p -(二1 A)=ユ モチV- (二 L)A)
Tno C 7no 1 c
(3-10)
(3-ll)
とおくと共に,式 (3-9)では, 古典物理学の立場に従 う電流を取り出していて,実数である
ように右辺を変形していることが注意される｡Aはもちろん,その電子に働 くベクトル ･ポテ
ンシャルである｡この際,少nz,nを実在的に考えたとしても,一つの電子を構成する+nz,nの他







ないが,原子内の波動関数のように一つの電子の波動関数自身が,定常状態で, γ - γOの一






























































p r*三 吉 , 〔r･pr*]-ih
とすると,上式は
〔亘 と三十hZz(i+1)
27no A 27花or 2











(pr*)2＼ _ / h2 1(i+1)






(pr*)2＼ .ノ h2 i(i+1)






























h2 1(i+1)＼_ Z2,n｡e4 i(i+1)
2mo r2 ′~167C2n3h2 21+ 1
≧0
である｡又動径方向の運動エネルギーの成分は(3-30), (3-31), (3-32)より
































































































































































dpi_〟 , _ n rVi･A(ri)
-viLL- qiVi〔di 乙 L l乙 Lー C @(ri,Y,)]
p乙--Vi+且 A(ri), A ( ri)- 喜H IX riC
め(ri,rj)ニー=ヱ 立 十三一エ ー.
2




が得られる.ここにA(ri)は外部より印加した磁場Hlに伴 うベク トル ･ポテンシャル,め
(ri,rj)は, 単一の原子核と,他のすべての電子から来る電気ポテンシャルであり,pi


















































































































































































































































eH _ _ ⊥7nou moW cP o (6-4)
であるから,それらの点で角運動量は
i- (po±葺 (-T )(po･wt )-一讐 エ(po2- r2C)` o (6-5)
であり,確かに負で一定である, ii),図2(b)の場合にも
eHp+



















u 3×103ms-1 3×104ms-1 3×105ms-1 3×106ms-1 3×107ms-1
♂ 10-5 10-4 10-3 10-2 10-1














p-苧 孟 f crxdr-k fcrxIdr
1 . ､ -e

















〔- 2T% - ㌢ pB 〕 (6-ll)
として得ることもできる｡(式 (6-ll)は量子物理学的に通用するよう非可換の代数で通して
















LJU-号 vf+苦 車 掌 V2-e¢ (6-13)









LU-且 ･与 ･iwc2Q2- e¢27no
の, ux, V,に関する部分は,自動的に調和振動子の解に等しくなるとして,










































































































27no L' 2 2
である｡すなわち
i) m<O,E,宝 十 方wc (喜 ) (---1,- 2,--･･)



































































A(p)曲線の変曲点は p吉と,A-0の点だけで, hnの正負は図 4のように決まり, p--







と 仮 定 す ることになるので,そう考えると,式 (6-48)から



























































































程度の拡がりを持ち,式 (6-53)と一致する｡従って,式 (6-51)の pIが,境界 pLに近接
ー187-
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しない限 り,pL-∞を仮定しても大差はない｡ i-}Hは式 (6


















































させることは,図2,3のpo- pLであって,その限界は式 (6-51)のp言が,pL に近接す
る7nの値であろう.これは式 (6-70), (6-71)によって,
1m7-2×109 (6-78)




















界条件 h(pL)- 0は, A,a,a(p)が持っ,nケの零のどれかに一致すればよく, この解は,
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消失し,式 (6-ll)の括弧に示される古典値と厳密に一致する｡又式 (6-83), (6-79)か
ら,境界に関係しない電子群の大部分は,強磁性体中の原子の磁気能率の105倍といった圧倒
的に大きい反磁性磁気能率を持っことになる｡境界電子群は,式 (6-25)の磁気能率が
･届 p｡弓 <妾 , pB
であって,これらが境界p- pL附近にあり,更に式 (6-51)の拡がりを考えて,

























･Z--｣ヒ (lm廿-･2n･1)+一望 ト Si)27noC moo
(6-90)







克eH , ∂n ､ ′〈.




















































--弓 (芋 )2- 芸 pfhceH (7-2)








IP呈eH e-紬 C/2 kT _p呈eH 1





磁化〟は (6-87),(6-88)の関係 を信頼 して,
aF









常磁性電子群よりの常磁性の寄与を,単に式 (7-2)により,巨石の最高値を, Hに依存 した
値で制限していることだけにより,取 り入れたと考えていることで,常磁性 を計算せず,反磁





1)で定義する限 り正 しいものと認められている｡しかし疑点は残る｡これ らの疑念を解消さ
せる証明が,ダーウィンにより与えられた｡いまからそれを説明する｡
ダーウィン22)は,〟- βLで無限大のポテンシャルの壁 を設定する代 りに,式 (6-20)の形
に着目し,




訂 - 評 -4左 枠 里方2
になることを意味する｡従って
克2 1














であって,このha･Cは (- e¢)の値に関係 しない｡しかし,式 (6-42)のha,Cは式 (㍗ lo)
の変換を受ける｡結局式 (6-61)のE,a,nは,
En,n- h wct号+〔1+ e2H2 ･ ラ(i l･n弓 ,}+諾 (7-12)
1




Z-∑｡-E-フル/kT=官 e-i-C(蔓十bif )/kT.∑｡-h伽cbh .i)/kT








































































































































































































































･ ･ ∂Lu ∂謎/
= 'qrpr)-qrpr･qrpr-玩 pr-qr元 (A-1)
把 fET<孟 (qrpr),dt-T.i-J iTま くq,plr,dt-0 (A-2)




<血 >-<両 >-0,<並d≠ d≠
∂L息′
'=-<不二>= 0
･p芸崇 ,- 0,< q ,n笠 ,- o
1dqr＼_,l / 1dpr
`二 二皿 '=0, `~ ⊥ ｣'- `二 (~両qrdt pr dt pr
などが得られる｡
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